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修士論文要旨
【背景】
　わが国においては，急速な高齢化にともない，何らかの
疾病や障害を抱える要支援・要介護者人口が急増している．
要支援・要介護者が抱える問題の一つとしては，現存する
障害によって不活動を招き，廃用症候群を引き起こすこと
である．そのため，彼らは受動的なケア受諾者としてだけ
でなく，彼ら自身が自律的に不活動を予防する健康行動，す
なわち運動を実施することが必要である．
　運動を支援する上で通所リハビリテーション（以後，通
所リハと略す）の果たす役割はきわめて大きい．しかし，提
供されるリハビリには，時間や場所に限りがあり，受け身
的なリハビリが目立つ．そこで，通所リハビリの機会を自
宅で自律的に実践する運動（Home Exercise；以後，HE
と略す）を強化するための場とすることが，彼らの不活動
の予防につながると考えられる．
　本研究では，要支援・要介護者に対するHEの実施を強化
する効果的な介入方略の検討に先立ち，研究Ⅰでは，HEの
実施に影響を与える要因を明らかにし，研究Ⅱでは，HEの
セルフ・エフィカシー（Self-Efficacy；以後，SEと略す）
を評価する尺度を開発する．研究Ⅲでは，研究Ⅰで明らか
となった要因を介入方略に取り入れHEの実施を強化する
効果的な介入方略を検討する．
【研究Ⅰ：HEの実施に影響を与える要因】
目的・方法：HEの実施に影響を与える要因を明らかにす
るためにHE実施者および非実施者に対して半構造化面接を
用い促進要因およびバリア要因を抽出した．
結果・考察：HEの実施に対する促進要因では，効果の気
づき，健康に対する動機づけ，危機感，ソーシャルサポー
ト，他者への負担感，他者からの影響，道具の存在，およ
び時間的余裕が挙げられた．一方，バリア要因では，疲労，
痛み，病態，気分低下，恐怖心，道具の不備，および時間
の不足が挙げられた．抽出された要因を介入方略に取り入
れることは，HEの継続につながると考えられる．
【研究Ⅱ：セルフ・エフィカシー尺度の開発】
目的・方法：HEに対する自己調整・バリアSEを評価する
た め の 尺 度（Home-Exercise Barrier Self-Efficacy 
Scale；以後，HEBSと略す）を開発し，その信頼性・妥当
性を検討した．研究Ⅰで抽出されたバリア要因を基に６項
目（疲労，痛み，気分，道具，時間，単独）を選定した後，
主成分分析，確認的因子分析，α係数，折半法により分析
した．
結果・考察：１因子構造からなるHEBS尺度を開発し，信
頼性および妥当性の一部が確認された．以上のことから，
HEの実施に対するSEの評価が可能となった．
【研究Ⅲ：HEの実施を強化する効果的な介入方略の検討】
目的・方法：HEの実施を強化する効果的な介入方略を検
討するため，３ヵ月間にわたる介入プログラムを実施した．
介入群における介入内容は，行動計画の作成，促進要因お
よびバリアの対処法を記入したイラスト情報冊子の提供，
イラストポスターの提供，理学療法士からの励ましやバリ
アの対処法の助言，セルフモニタリング，およびグループ
ディスカッションであった．統制群には，一般的なポスター
の提供，一般的な理学療法士からの助言，およびセルフモ
ニタリングを実施した．評価項目は，属性，健康関連QOL，
HEBS，主観的日常生活活動，身体機能（四頭筋筋力，開
眼片脚立位，CS-30，FRT，５m最大歩行速度，TUG），お
よびHEのアドヒアランスであった．
結果・考察：二元配置分散分析の結果，介入群は，統制群
と比較しHEBS得点，およびHEのアドヒアランスにおい
て，有意に，時期および群の主効果，さらに群と測定時期
の交互作用が認められた．主観的日常生活活動の得点にお
いて，時期の主効果が有意であり，群の主効果においては
有意傾向が認められ，介入群の得点が統制群の得点と比べ
て大きな値を示した．３ヵ月後における健康関連QOLおよ
び身体機能評価の得点は，いずれも有意な結果は存在しな
かった．
　以上のことから，HEの実施を促進するための教示，およ
びバリアの具体的な対処法を行動変容技法の中に取り入れ
た介入方略は，HEの実施に対するSEを高め，同時にHEの
アドヒアランスを高めることが示された．
【総合論議】
　HEの実施を強化する介入方略には，対象者に特化した
HEの促進要因の教示，およびバリアの対処法を行動変容
技法に組み込むことが有効であると示唆された．今後は，さ
らに多くの対象者を募り，長期にわたる効果を検証し，不
活動予防支援策としてのHEの普及を期待したい．
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